
（別表３）資本的支出と修繕費の区分判定表 

 

                           

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

      

 

 

※1 法人は、固定資産の計上基準を参酌し、合理的な金額を定めることができるものとする。 
※2 次に掲げる支出は、当該資産の価値を高めるもの又はその耐久性を増すもの(資本的支出)
に該当する。 
⑴ 避難階段の取付けなど物理的に付加された部分の金額 
⑵ 用途変更の為の模様替え等改造改装に直接要した金額 
⑶ 固定資産の部分品を品質又は性能の高いものに取り替えた場合のその取り替えに要する
と認められる金額 

 

その支出額は（※1）20 万円未満である。 

その支出の周期は概ね３年以内である。 

その支出は明らかにその資産の価値を

高めるもの又は耐久性を増すものであ

る。（※2） 

その支出は通常の維持管理のためのも

のである。 

その支出は災害等でき損したものの原

状回復費用である。 

その支出額は（※1）60 万円未満又は前

期末取得価額の 10％以下である。 

その支出は使用可能期間を延長させる

部分の金額又はその資産の価値を増加

させる部分の金額である。 
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